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対象別指導（食生活と生活習慣）
①食生活・食習慣の背景を説明できる。
②食品を歯科疾患の関連性を説明できる。
③咀嚼の働きを説明できる。

指導と歯科衛生過程

対象別指導（個別指導）
①各ライフステージ別の口腔衛生指導ができる。
②各ライフステージ別の食生活指導ができる。

前期まとめ・知識確認 ①前期間に学んだ内容を適用できる。

食生活指導
①健康を維持するための栄養情報を説明できる。
②食品と齲蝕の関連性を説明できる。
③齲蝕予防のための食品摂取方法を説明できる。

行動変容に関連する理論
①歯科保健指導に関わる理論と行動変容を説明できる。
②保健行動と行動変容の手法を理解し、活用できる。

地域歯科保健活動
臨床・臨地実習の効果を高めるために

①地域歯科保健活動のフィールドを説明できる。
②健康教育の計画立案ができる。
③健康教育の内容を説明できる。
④地域歯科保健活動の工夫と留意点を説明できる。

対象別特徴の把握（実技含む） ①ライフステージ別の対象者の一般的特徴と口腔の特徴及び歯科保健行動を説明できる。

歯科保健指導 （含訪問歯科保健指導）

講 師

一般目標（GIO）
健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口腔の健康を維持・増進するために、プロフェッショナルケア・セルフ
ケア・コミュニティケアの基本となる知識、技術および態度を習得する。

授 業 概 要
歯科保健指導は人々の生活習慣や態度を望ましい歯科保健行動に変容させるために専門的立場から支援
することである。第2学年では、様々な対象者に対応できるよう専門知識にとらわれず情報収集を心がけ
基本から応用力を身につけていく。

授業項目 到達目標（SBOs）

学 習 方 法 講義、デモンストレーション、グループディスカッション、実技試験

成績評価の方法
記述試験（定期試験）をおおよそ80％とし、残り20％は実技試験、課題、レポート、授業態度、出席状況等を
総合して評価する。

教 科 書
全国歯科衛生士教育協議会（監）最新「歯科予防処置論・歯科保健指導論」第２版　医歯薬出版
全国歯科衛生士教育協議会（監）最新「歯科衛生学総論」 医歯薬出版

履修上の注意

歯科予防処置論、口腔衛生学と重複する内容もあるため、他科目の教科書や資料も参考にすること。
本授業で配付した資料は必ず復習し、次回の授業の準備として活用すること。
また、普段から幅広い知識や情報の収集を心掛け、同時にコミュニケーション能力、接遇作法、話法等も身に
つけて欲しい。

参 考 書

①全国歯科衛生士教育協議会（監）最新「口腔保健管理」　　　　　医歯薬出版
②眞木吉信他（監著）「歯科衛生士教育サブテキスト 臨地実習HAND BOOK」　クインテッセンス出版
③全国歯科衛生士教育協議会（編）「よくわかる　歯科衛生過程」　医歯薬出版
④佐藤陽子 齊藤　淳（編著）「歯科衛生ケアプロセス 実践ガイド」医歯薬出版

授業計画

歯科衛生過程の進め方
①歯科衛生過程のマネジメントサイクルを理解し、全体像を説明できる。
②歯科衛生過程における構成要素の目的を説明できる。
③歯科衛生過程における書面化(業務記録)の意義を説明できる。

アセスメントのための情報収集と情報処理

①情報収集の目的や得られる情報を説明できる。
②医療面接の目的を説明できる。
③口腔清掃や歯周疾患、う蝕の指標を説明できる。
④歯科衛生介入に関連する検査方法を説明できる。

口腔衛生指導の要点
①口腔の機能的な問題を把握できる。
②口腔内の観察項目とポイントを列挙できる。
③画像から得られる情報を説明できる。

後期まとめ・２年次のまとめ
①後期間に学んだ内容を適用できる。
②年間を通して学んだ内容を適用できる。

ライフステージ別症例検討
①口腔健康管理を行うための歯科衛生介入計画を立案できる。
②非感染性疾患（ＮＣＤｓ）の症例に合わせた歯科保健指導ができる。
③禁煙指導・支援ができる。

①情報収集で得られる情報を説明できる。
②対象者の全身的な健康状態について把握できる。
③対象者の生活に関する情報を把握できる。
④口腔内の観察項目とポイントを列挙できる。
⑤画像から得られる情報を説明できる。

健康教育の対象と状況に応じた
教育の要点

①健康教育の対象と場の特徴を概説できる。
②健康教育の評価を説明できる。
③健康教育活動の方法を説明できる。
④健康教育に必要な情報を収集できる。
⑤健康教育の計画立案ができる。
⑥健康教育の内容を説明できる。
⑦地域歯科保健活動の工夫と留意点を説明できる。

対象別特徴の把握
（配慮を要する者への歯科衛生介入）

①要介護高齢者の特徴を説明できる。
②障害児者の特徴を説明できる。
③大規模災害被災者の特徴を説明できる。


